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本
会
と
Ｊ
Ａ
千
葉
中
央
会
は
、
９
月

17
日
、千
葉
県
農
業
会
館
に
お
い
て
「
農

商
工
連
携
に
係
る
懇
談
会
」
を
開
催
し

た
。

　

こ
れ
は
農
商
工
等
連
携
促
進
法
の
成

立
時
の
全
国
中
央
会
と
Ｊ
Ａ
全
中
の
合

意
を
受
け
て
、
千
葉
県
レ
ベ
ル
で
の
連

携
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

当
日
は
、
本
会
か
ら
坂
戸
誠
一
会
長
、

千
葉
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
か
ら
は

林
茂
壽
会
長
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
千
葉
県
本
部
か
ら
小
野
崎
一
男
副

本
部
長
等
が
、
千
葉
県
か
ら
は
高
橋
渡

商
工
労
働
部
長
、
衣
田
茂
農
林
水
産
部

長
等
が
出
席
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
①
農
業
者
・
商
工
業
者

の
所
得
向
上
を
通
じ
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
②
地
域
の
農
産
物
を
利
用

し
た
新
た
な
商
品
開
発
等
に
よ
り
付
加

価
値
を
創
造
し
地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
り
を

進
め
る
③
こ
の
取
り
組
み
を
ふ
ま
え
つ

つ
、
消
費
者
に
多
様
で
高
品
質
な
農
畜

産
物
や
食
品
等
を
提
供
し
、
千
産
千
消・

千
産
全
消
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
千

葉
県
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
、
３
点

の
目
標
を
農
商
工
連
携
を
通
し
て
達
成

を
目
指
す
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

本
会
は
９
月
25
日
、
千
葉
市
内
に
お

い
て
組
合
運
営
特
別
講
習
会
を
開
催
し

た
。

　

講
習
は
「
不
況
に
負
け
な
い
経
営
力

を
つ
け
る
～
上
手
な
資
金
の
作
り
方
～
」

と
題
し
て
公
認
会
計
士
・
中
小
企
業
診

断
士
の
土
屋
晴
行
先
生
が
適
正
な
会
計

処
理
に
基
づ
く
決
算
書
を
作
成
す
る
こ

と
の
意
義
、
財
務
情
報
の
経
営
活
動
の

活
用
法
、
上
手
な
資
金
繰
り
等
に
つ
い

て
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

千
葉
県
官
公
需
適
格
組
合
受
注
促
進

協
議
会
（
会
長
＝
鹿
野
新
一
郎
）
は
、

10
月
１
日
、
千
葉
県
商
工
労
働
部
経
済

政
策
課
等
、
県
の
関
係
方
面
に
、
①
官

公
需
適
格
組
合
の
積
極
的
活
用
②
少
額

随
意
契
約
の
活
用
③
分
離
・
分
割
発
注

の
推
進
④
地
元
中
小
企
業
者
の
活
用
な

ど
に
つ
い
て
陳
情
を
行
な
っ
た
。

　

全
国
中
央
会
は
、
10
月
８
日
、
日
本

商
工
会
議
所
、
全
国
商
工
会
連
合
会
、

全
国
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
と
と
も

に
、「
経
済
産
業
大
臣
と
中
小
企
業
関

係
団
体
と
の
懇
談
会
」
を
、
都
内
で
開

催
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
直
嶋
正
行
経
済
産
業

大
臣
に
対
し
、
各
団
体
が
要
望
を
行
い
、

全
国
中
央
会
の
鶴
田
会
長
か
ら
は
①
仕

事
を
生
み
出
す
景
気
対
策
の
早
期
実
施

②
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
等
の
強
化

③
中
小
企
業
に
配
慮
し
た
雇
用
対
策
の

推
進
等
に
つ
い
て
要
望
を
行
な
っ
た
。

　

本
会
は
10
月
14
日
千
葉
市
内
に
お
い

て
、
千
葉
県
異
業
種
交
流
融
合
化
協
議

会
、
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央

会
、
中
小
企
業
異
業
種
交
流
財
団
、
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
千
葉
セ
ン
タ
ー
と

共
催
で
「
中
小
企
業
新
連
携
推
進
県
大

会
」
を
開
催
し
た
。

　

大
会
は
東
大
阪
宇
宙
開
発
（
協
）
の

竹
内
修
理
事
の
「
魅
力
あ
る
連
携
組
織

に
向
け
た
事
業
展
開
」
と
題
す
る
基
調

講
演
の
後
、
３
分
科
会
に
分
か
れ
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
全
体
交
流

会
が
行
な
わ
れ
た
。

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
滋
賀

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
主
催
の
「
レ

デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
10
月
20
日
滋
賀
県
大
津
市
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　

琵
琶
湖
漁
師
の
戸
田
直
弘
氏
が
「
葦

　

良
し　

よ
し　

琵
琶
湖
と
環
境
」
と

題
す
る
基
調
講
演
、
し
が
中
小
業
女
性

中
央
会
の
活
動
報
告
、交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
な
わ
れ
、
本
県
か
ら
は
小
松
美
智

子
会
長
と
高
澤
恵
子
監
事
が
出
席
し

た
。

　

11
月
19
日
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ

る
、
第
61
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

の
実
行
委
員
会
が
10
月
15
日
、
幕
張

メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

委
員
会
は
大
会
運
営
の
準
備
に
つ
い

て
、
参
加
申
込
状
況
、
表
彰
、
大
会
誌

の
作
成
、
物
産
フ
ェ
ア
等
の
進
捗
状
況

の
報
告
と
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
終
の

詰
め
を
行
な
っ
た
。

　

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
60
周

年
及
び
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す

千
葉
県
中
央
会
・
Ｊ
Ａ
千
葉
中
央
会

農
商
工
連
携
で
合
意

る
法
律
50
周
年
記
念
表
彰
で
千
葉
県
か

ら
は
次
の
者
が
表
彰
さ
れ
た
。

【
組
合
法
関
係
】
▼
経
済
産
業
大
臣
表

彰
＝
千
葉
県
セ
メ
ン
ト
卸
（
協
）、
坂
戸

誠
一
（
千
葉
鉄
工
業
団
地
（
協
））
▼
中

小
企
業
庁
長
官
表
彰
＝
篠
原
敬
冶
（
ふ

な
ば
し
イ
ン
タ
ッ
ク
ス
（
協
））
小
関
邦

夫
（
千
葉
県
農
業
機
械
商
業
（
協
））

小
名
木
隆
満
（
千
葉
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
（
協
））
▼
全
国
中
小
企
業
団
体
中

央
会
会
長
表
彰
＝
神
子
勇
（
千
葉
県
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品（
協
））長
橋
敏
男（
流

山
工
業
団
地
（
協
））
藤
崎
秀
臣
（
千
葉

県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
協
））
根
本
庸

子
（
千
葉
県
セ
メ
ン
ト
卸
（
協
））
三
浦

正
紀
（
千
葉
県
農
業
機
械
商
業
（
協
））

鳥
飼
政
枝
（
千
葉
県
室
内
装
飾
事
業

（
協
））
鈴
木
勇
（
千
葉
港
港
湾
運
送
事

業
（
協
））

【
団
体
法
関
係
】
▼
農
林
水
産
大
臣
表

彰
＝
髙
橋
弘
之
（
千
葉
県
菓
子
工
業
組

合
）
▼
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会

長
表
彰
＝
桐
谷
尚
登
（
千
葉
県
自
動
車

整
備
商
工
組
合
）
和
田
一
雄
（
千
葉
県

自
動
車
整
備
商
工
組
合
）相
馬
幸
司（
柏

市
廃
棄
物
処
理
業
協
業
組
合
）

文
化
の
日
千
葉
県
知
事
表
彰

　

高
橋
啓
冶
（
流
山
工
業
団
地
（
協
））

鶴
田
全
中
会
長

直
嶋
経
済
産
業
大
臣
に
要
望

全
国
大
会
実
行
委
員
会

組
合
運
営
特
別
講
習
会

千
葉
県
へ
発
注
増
大
の
陳
情

中
小
企
業
新
連
携
推
進
県
大
会

レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
滋
賀

組
合
法
・
団
体
法
施
行
周
年
記
念

表
彰
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三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
千
葉
県
。
太

平
洋
側
で
は
黒
潮
と
親
潮
が
交
わ
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
魚
介
類
が
水

揚
げ
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
温
暖
な
気

候
に
よ
り
人
々
は
畜
産
や
農
産
品
の
改

良
に
工
夫
を
重
ね
豊
か
な
実
り
を
得
て

き
ま
し
た
。
一
方
、
工
業
製
品
の
出
荷

額
も
商
品
販
売
額
も
千
葉
県
は
全
国
有

数
の
地
位
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

千
葉
県
の
県
土
は
神
奈
川
県
と
東
京

都
を
合
わ
せ
た
よ
り
も
広
い
の
で
す
。

県
内
総
生
産
は
全
国
第
７
位
、
農
業
出

荷
額
は
第
２
位
、
海
面
漁
業
漁
獲
量
は

第
７
位
、
製
造
品
出
荷
額
等
第
７
位
、

商
品
販
売
額
第
９
位
と
す
べ
て
の
分
野

で
全
国
ト
ッ
プ
10
に
入
っ
て
い
る
の
は

千
葉
県
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
成
田
国
際
空
港
の
旅
客
数
は

世
界
第
７
位
、
航
空
貨
物
取
扱
量
は
世

界
第
３
位
で
す
。
さ
ら
に
年
間
１
千
万

人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
施
設
が

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
成
田
山

新
勝
寺
と
二
つ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
海
ほ
た
る
Ｐ
Ａ
や
幕
張
メ
ッ
セ
も

県
の
人
口
（
６
１
８
万
人
）
を
上
回
る

多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

幕
張
新
都
心

　

平
成
元
年
に
幕
張
メ
ッ
セ
の
開
業
と

と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
幕
張
新
都
心
が
、

今
年
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、こ
の
幕
張
メ
ッ
セ
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
を
舞
台
に
、
第
61
回
中
小
企
業

団
体
全
国
大
会
が
今
月
19
日
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
大
会
は
、
わ
が
国
の
経
済
構

造
が
激
変
す
る
中
で
、
中
小
企
業
が
連

携
の
環
を
広
げ
て
中
小
企
業
組
合
組
織

を
よ
り
強
固
に
す
る
契
機
と
す
る
た
め

に
「
激
動
の
と
き　

今
こ
そ
発
揮　

団

結
の
力
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

自
ら
の
決
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

国
等
に
対
し
て
中
小
企
業
組
合
を
中
心

と
す
る
連
携
組
織
の
成
果
を
示
し
、
こ

れ
ら
連
携
組
織
を
通
じ
た
中
小
企
業
の

振
興
・
発
展
が
豊
か
な
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
の
礎
で
あ
る
こ
と
を
千
葉
県

か
ら
全
国
に
発
信
す
る
も
の
で
す
。

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

　

東
京
大
学
や
千
葉
大
学
な
ど
世
界
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学
術
研
究
機
関
が
つ

く
ば
Ｅ
Ｘ
沿
線
に
立
地
し
て
国
際
学
術

都
市
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
核
施
設
の
一
つ
と
し
て
設
置

さ
れ
た
の
が
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
で
す
。

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
は
県
内
の
中
小
企
業
の

支
援
機
関
と
し
て
県
内
の
理
工
系
大
学

や
産
業
支
援
技
術
研
究
所
等
と
の
連
携

の
も
と
に
、
新
技
術
や
シ
ス
テ
ム
の
導

入
の
た
め
の
技
術
ア
ド
バ
イ
ス
、
共
同

研
究
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

　

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
は
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
等
の
幹
線
道
路
網
の

整
備
に
よ
り
、
大
き
な
可
能
性
を
有
す

る
上
総
丘
陵
に
、
研
究
開
発
機
能
の
集

積
を
図
る
研
究
開
発
ク
ラ
ス
タ
ー
で
す
。

　

現
在
「
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
」
を

は
じ
め
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
情

報
通
信
、
新
素
材
な
ど
先
端
技
術
産
業

分
野
の
研
究
所
が
集
積
す
る
国
際
的
な

水
準
を
誇
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
で
す
。

成
田
エ
ア
ポ
ー
ト

　

成
田
国
際
空
港
は
開
港
後
31
年
を
経

て
今
年
の
10
月
22
日
に
は
、
や
っ
と
平

行
滑
走
路
の
延
伸
に
よ
り
ジ
ャ
ン
ボ
機

も
発
着
可
能
な
滑
走
路
が
２
本
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、世
界
へ
つ
な
が
る
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
来
年
に
は
東
京
都
心
と
成

田
を
最
速
36
分
で
結
ぶ
「
成
田
新
高
速

鉄
道
」
が
開
業
す
る
予
定
で
、
県
内
の

沿
線
エ
リ
ア
は
東
京
・
成
田
ス
カ
イ
ゲ

イ
ト
シ
テ
ィ
に
生
ま
れ
変
わ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

　

木
更
津
市
と
川
崎
市
と
の
間
を
わ
ず

か
15
分
で
結
ぶ
自
動
車
専
用
道
路
で
、

川
崎
側
の
９・
６
㌖ 

が
ト
ン
ネ
ル
、
木

更
津
側
の
４・
４
㌖
が
橋
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
境
の
人
工
島
に
は
世
界
で
も

珍
し
い
海
上
に
浮
か
ぶ
「
海
ほ
た
る
」

Ｐ
Ａ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
開
通
に
よ
っ
て
、

千
葉
県
の
半
島
性
が
解
消
さ
れ
た
た
め

に
対
岸
地
域
と
の
文
化
交
流
が
盛
ん
に

な
り
、
首
都
圏
の
物
流
が
一
層
活
発
に

な
り
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
に
限
り
通
行

料
金
を
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
普
通
車

８
０
０
円
な
ど
全
車
種
に
わ
た
っ
て
引

き
下
げ
る
社
会
実
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
す
ま
す
近
く
な
っ
た
千
葉
県
に
、

東
京
湾
を
ひ
と
跨
ぎ
、
ぜ
ひ
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

　

今
月
19
日
の
「
中
小
企
業
団
体
全
国

大
会
」
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

か
つ
て
小
学
校
の
校
庭
に
は
二
宮
金

次
郎
の
銅
像
が
あ
っ
た
。
薪
を
背
負
っ

て
、
本
を
読
み
な
が
ら
歩
い
て
い
る
少

年
時
代
の
金
次
郎
の
姿
で
あ
る
。
二
宮

金
次
郎
は
一
般
的
に
は
刻
苦
勉
励
の
象

徴
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
先
日
、
栃

木
県
内
を
車
で
走
っ
て
い
て
、
古
い
木

造
建
築
の
前
に
そ
の
金
次
郎
像
を
見
つ

け
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
見
た
金
次
郎
像
に
興
味

を
抱
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
金
次

郎
の
生
涯
と
業
績
を
調
べ
、
そ
の
足
跡

を
訪
ね
て
み
た
。
今
回
は
企
業
経
営
の

立
場
で
、
現
在
に
通
じ
る
金
次
郎
の
業

績
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

　

二
宮
金
次
郎
は
天
明
七
年
（1787

年
）

相
模
の
国
、栢
山
村
（
小
田
原
市
栢
山
町
）

で
比
較
的
裕
福
な
農
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
時
は
天
明
の
大
飢
饉
の
後
で

あ
り
、
武
家
も
農
民
も
疲
弊
し
て
い
た
。

　

寛
政
三
年
（1791

年
）
に
栢
山
村
近

く
を
流
れ
る
酒
匂
川
が
決
壊
し
、
二
宮

家
は
農
地
に
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。

金
次
郎
は
十
二
歳
で
病
気
の
父
利
衛
門

に
代
わ
り
、
酒
匂
川
堤
の
復
旧
工
事
の

役
務
に
従
事
す
る
。
大
人
た
ち
の
役
に

立
ち
た
い
一
心
か
ら
、
ワ
ラ
ジ
を
作
っ

て
提
供
し
た
り
、
堤
の
地
盤
を
強
固
に

す
る
た
め
に
酒
匂
川
堤
に
二
百
本
の
松

苗
を
植
え
た
り
、
と
言
う
話
が
残
っ
て

い
る
。
現
在
で
も
金
次
郎
が
植
え
た
と

言
わ
れ
る
松
が
大
き
く
育
っ
て
お
り
、

周
辺
の
水
田
と
共
に
美
し
い
景
観
と

な
っ
て
い
る
。
寛
政
十
二
年
（1800

年
）

に
父
が
死
去
し
、
享
和
二
年
（1802

年
）

十
六
歳
の
時
、
母
と
死
別
し
、
一
家
は

離
散
し
て
し
ま
う
。
金
次
郎
は
叔
父
の

万
兵
衛
の
家
で
暮
ら
す
こ
と
と
な
る
。

朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
、
夜
は
好
き
な
読

書
に
励
む
毎
日
で
あ
っ
た
。
万
兵
衛
が

夜
行
灯
の
油
を
使
う
の
は
も
っ
た
い
な

い
と
言
う
こ
と
に
対
し
て
、
自
分
で
菜

種
を
植
え
、
そ
れ
を
油
屋
で
油
と
交
換

し
て
、
夜
の
読
書
に
当
て
た
と
言
う
逸

話
も
残
っ
て
い
る
。

　

や
が
て
彼
は
万
兵
衛
の
家
を
出
て
、

名
主
の
岡
部
家
な
ど
数
件
に
奉
公
し
、

給
金
を
た
め
て
田
圃
を
買
い
戻
し
て
い

く
。
二
十
歳
の
時
自
分
の
生
ま
れ
た
土

地
に
小
さ
な
家
を
建
て
、
自
立
し
た
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
彼
は
荒
地
を
耕

し
、
野
菜
を
作
り
、
山
か
ら
薪
を
拾
い
、

小
田
原
の
城
下
ま
で
売
り
に
行
っ
た
。

　

こ
う
し
て
金
が
た
ま
る
と
農
地
を
買

い
戻
し
て
い
き
、
三
十
一
歳
の
時
に
は

３
町
８
反
余
り
の
田
地
を
保
有
す
る
栢

山
村
で
も
指
折
り
の
大
地
主
と
な
っ
た
。

金
次
郎
は
所
有
し
た
農
地
で
の
作
業
は

小
作
人
に
任
せ
て
、
自
分
は
あ
ち
こ
ち

に
奉
公
し
て
い
る
。
自
分
の
能
力
を
向

上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
同
時
に
、
現
金
収
入
の
大
切
さ
も

認
識
し
て
い
た
も
の
と
思
う
。

　

二
十
五
歳
の
時
、
小
田
原
藩
家
老
の

服
部
家
の
屋
敷
に
若
頭
と
し
て
奉
公
す

る
こ
と
に
な
り
、
高
い
学
識
を
買
わ
れ

て
三
人
の
子
息
の
家
庭
教
師
を
頼
ま
れ

る
。
そ
の
後
、
こ
の
服
部
家
の
財
政
逼

迫
の
救
済
を
依
頼
さ
れ
、
再
建
を
果
た

す
。
金
次
郎
は
服
部
家
の
使
用
人
に
対

し
て
一
種
の
信
用
組
合
的
な
金
融
事
業

を
実
験
す
る
。
こ
の
仕
組
み
は
そ
の
後

小
田
原
藩
救
済
の
時
に
も
活
用
さ
れ
、

五
常
講
と
呼
ば
れ
た
。

　

金
次
郎
が
小
田
原
藩
の
命
に
よ
り
、

農
村
改
革
を
始
め
た
の
は
文
政
六
年

（1823

年
）
小
田
原
藩
の
飛
び
地
で
あ
っ

た
桜
町
領
三
か
村
（
現
在
の
栃
木
県
芳

賀
郡
二
宮
町
、
一
部
真
岡
市
）
の
改
革

か
ら
で
あ
る
。
金
次
郎
三
十
七
歳
。
そ

の
後
、
北
関
東
か
ら
東
北
に
か
け
て
の

各
藩
六
百
ヶ
村
以
上
の
農
村
改
革
を
行

い
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

天
保
七
年
（1836

年
）、
五
十
歳
の
時
、

小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
真
の
依
頼
で
、
藩

内
の
困
窮
し
て
い
た
村
々
の
救
済
を
行
う
。

五
六
歳
の
時
、
幕
臣
（
御
家
人
）
に
登
用

さ
れ
、
六
十
七
歳
で
幕
府
直
轄
地
日
光
の

改
革
の
命
を
受
け
た
。
そ
の
頃
よ
り
病
に

臥
す
こ
と
が
多
く
な
り
、安
政
三
年（1856

年
）
栃
木
県
今
市
市
に
お
い
て
六
十
九
歳

二
宮
金
次
郎
（
尊
徳
）
の
経
営
革
新

二
宮
金
次
郎
の
生
涯

報徳神社の
二宮金次郎像
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で
逝
去
し
た
。
慰
霊
は
今
市
市
の
如
来
寺

に
永
眠
し
て
い
る
。

　

金
次
郎
の
農
村
改
革
の
手
法
（「
仕

法
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
概
ね
以
下
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

①
ま
ず
、
過
去
の
米
の
生
産
高
を
詳
細

に
調
査
し
て
、
生
産
実
績
に
合
わ
せ
て

納
税
額
と
農
民
の
取
り
分
を
決
定
す

る
。
こ
れ
は
「
分
度
」
と
呼
ば
れ
て
全

て
の
改
革
の
基
本
と
な
る
。

②
農
民
は
勤
勉
に
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

米
の
生
産
量
を
増
や
す
。
ま
た
、
日
常

生
活
は
倹
約
を
し
て
余
剰
金
を
生
み
出

し
、
生
活
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
。

③
生
産
高
と
分
度
と
の
差
額
（「
分
外
」

と
言
う
）
は
金
次
郎
が
預
か
り
、
次
の

投
資
の
原
資
と
す
る
。
分
外
の
資
金
を

使
っ
て
新
田
開
発
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
、
金
次
郎
の
「
仕
法
」
の
中
に

は
多
く
の
倫
理
的
な
側
面
が
あ
る
。
物

や
人
に
備
わ
る
良
さ
、
取
り
得
、
持
ち

味
の
こ
と
を
「
徳
」
と
名
づ
け
、
そ
れ

を
生
か
し
て
改
革
を
行
う
の
が
金
次
郎

流
の
仕
法
で
あ
る
。

　

金
次
郎
の
偉
業
は
経
済
破
綻
し
た
武

家
財
政
の
救
済
や
困
窮
し
た
農
村
の
村

お
こ
し
で
あ
り
今
で
言
う
経
営
革
新
、

経
営
再
建
と
言
え
る
。
金
次
郎
の
仕
法

を
通
し
て
現
在
に
も
通
じ
る
企
業
経
営
の

指
針
や
教
訓
を
幾
つ
か
ご
紹
介
し
よ
う
。

①
積
小
為
大

　

小
さ
い
こ
と
を
積
み
重
ね
て
こ
そ
、

大
き
な
こ
と
が
達
成
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
企
業
経
営
に
お
い
て
も
一

攫
千
金
は
あ
り
え
な
い
。
昨
今
の
経
済

危
機
の
中
で
は
、
日
々
の
販
売
努
力
や

生
産
性
向
上
な
ど
地
道
な
積
み
重
ね
が

企
業
発
展
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
認

識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
積
小
為
大
」
と

言
う
言
葉
は
金
次
郎
が
子
供
の
こ
ろ
か

ら
学
問
や
仕
法
に
お
い
て
実
践
し
て
き

た
基
本
と
な
る
行
動
指
針
で
あ
る
。

②
現
場
主
義

　

金
次
郎
は
改
革
の
主
役
は
現
場
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
服
部
家
の
財
政
再

建
に
当
っ
て
、
現
場
で
働
く
下
僕
や
下

女
、
中
間
た
ち
の
裁
量
に
全
て
を
任
せ

て
い
る
。
又
金
次
郎
は
農
村
の
改
革
に

当
っ
て
自
ら
村
々
を
見
て
回
り
、
そ
の

状
況
を
自
ら
の
目
で
把
握
し
て
い
た
。

現
在
の
経
営
に
お
い
て
も
、
経
営
者
は

製
造
現
場
や
客
先
の
声
な
ど
を
直
接
見

た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経

営
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

③
入
り
を
量
り
て
、
出
ず
る
を
制
す

　

経
営
に
お
い
て
は
収
入
と
支
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

収
入
以
上
に
支
出
を
す
れ
ば
企
業
は
赤

字
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
不
足
に
陥
る
の
は
当

然
で
あ
る
。
金
次
郎
は
武
家
の
財
政
再

建
に
当
っ
て
、
実
質
の
収
支
を
詳
細
に

計
算
し
、
藩
主
や
家
臣
た
ち
に
倹
約
の

実
行
を
強
い
て
い
る
。
し
か
し
、「
入
り
」

を
固
定
し
て
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
新
田
開
発
な
ど
「
入
り
」
を
増
や

す
努
力
も
推
奨
し
て
い
る
。

④
事
前
調
査
、
計
画
の
重
要
性

　

荒
廃
し
た
桜
町
領
の
改
革
に
当
っ
て
、

金
次
郎
は
四
回
現
地
に
足
を
運
び
、
収

穫
量
、
土
地
の
荒
れ
具
合
、
用
水
や
排

水
の
状
況
、
人
口
の
増
減
な
ど
を
詳
細

に
調
査
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ど
の

農
村
改
革
に
お
い
て
も
金
次
郎
は
事
前

に
詳
細
な
調
査
と
分
析
を
行
い
、
実
態

調
査
に
基
づ
い
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
か
ら
、
改
革
に
着
手
し
て
い

る
。
現
在
の
企
業
経
営
に
お
い
て
も
、

詳
細
に
現
状
を
分
析
し
た
後
、
そ
れ
を

元
に
経
営
計
画
を
策
定
し
、
実
行
に
移

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視

　

金
次
郎
の
仕
法
の
施
策
と
し
て
「
芋

コ
ジ
」
と
い
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
法
が
あ
る
。「
芋
コ
ジ
」
と
は
、
芋

を
桶
に
入
れ
て
洗
っ
て
い
く
過
程
で
芋

が
擦
れ
合
っ
て
、
き
れ
い
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
言
う
。
皆
で
討
議
し
て
衆
知

を
結
集
す
る
こ
と
、
即
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
会
議
で
あ
る
。
経
営
に
お
い
て
も

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
経
営

力
を
強
化
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

昨
年
来
の
米
国
発
金
融
危
機
の
影
響

で
、
多
く
の
中
小
企
業
は
苦
境
の
中
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
金
次
郎

の
言
う
「
勤
勉
、
倹
約
、
推
譲
」
の
精

神
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

終
戦
後
、
占
領
軍
の
某
少
佐
は
「
二

宮
尊
徳
翁
は
、
日
本
が
生
ん
だ
最
大
の

民
主
主
義
者
で
あ
る
」
と
評
価
し
、
昭

和
二
十
一
年
に
発
行
さ
れ
た
一
円
紙
幣

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昔
ま
く　

木
の
実
大
木
と
な
り
に
け
り

　

い
ま
ま
く
木
の
実　

の
ち
の
大
木
ぞ

（
金
次
郎
作　

道
歌
よ
り
）

参
考　

二
宮
尊
徳
に
学
ぶ
経
営
の
知
恵

　
　
　
　
（
大
貫
章
著
）
他

（
中
小
企
業
診
断
士　

安
藤　

孝
）

金
次
郎
の
改
革
手
法

最
後
に

金次郎生家前の
「回村の像」

現
在
に
通
じ
る
経
営
革
新
の

ポ
イ
ン
ト
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中
小
企
業
組
合
制
度

　

中
小
企
業
の
組
合
制
度
と
は
、
中
小

規
模
の
事
業
者
、
勤
労
者
な
ど
が
相
互

扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
組
織
化
し
、
共

同
し
て
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
技
術
・
情
報
・
人
材
等
お
互
い
の

不
足
す
る
経
営
資
源
を
補
完
す
る
た
め

の
組
織
で
す
。そ
の
根
拠
は
中
小
企
業
等

協
同
組
合
法（
以
下「
組
合
法
」と
い
う
。）

と
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法

律
（
以
下
「
団
体
法
」
と
い
う
。）
に
規

定
さ
れ
て
お
り
、
①
事
業
協
同
組
合
②

事
業
協
同
小
組
合
③
火
災
共
済
協
同
組

合
④
信
用
協
同
組
合
⑤
協
同
組
合
連
合

会
⑥
企
業
組
合
⑦
協
業
組
合
⑧
商
工
組

合
⑨
商
工
組
合
連
合
会
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
街
づ
く
り
や
地
域

商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
商
店
街

振
興
組
合
法
に
基
づ
く
商
店
街
振
興
組

合
・
同
連
合
会
が
あ
り
ま
す
。

協
同
組
合
、
企
業
組
合
、
協
業
組
合

▽
事
業
協
同
組
合
（
組
合
法
）

　

中
小
企
業
者
が
主
体
性
を
維
持
し
、

相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
共
同

で
生
産
・
加
工
・
購
買
・
販
売
等
の
事

業
を
行
い
、
組
合
員
が
組
合
の
事
業
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の

経
営
の
近
代
化
・
合
理
化
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
最
近
で
は
異
業
種
・
融

合
化
連
携
に
よ
る
技
術
等
の
経
営
資
源

の
相
互
補
完
に
よ
り
、
新
規
事
業
展
開

を
目
指
す
組
合
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

▽
企
業
組
合
（
組
合
法
）

  
個
人
の
組
合
員
が
自
己
の
資
本
と
労

働
力
の
す
べ
て
を
組
合
に
投
入
し
、
組

合
自
体
が
一
個
の
企
業
体
と
し
て
事
業

を
行
う
も
の
で
、
個
人
が
創
業
す
る
際

に
、
会
社
に
比
べ
て
設
立
時
の
事
務
手

続
き
が
比
較
的
簡
単
に
法
人
格
が
取
得

で
き
、
し
か
も
有
限
責
任
の
メ
リ
ッ
ト

を
享
受
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
簡

易
な
会
社
と
も
い
う
べ
き
組
織
で
す
。

　

最
近
で
は
企
業
を
リ
タ
イ
ア
し
た
人

材
や
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の

主
婦
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
等
が
自
ら
の

経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
働
く
場

を
作
ろ
う
と
す
る
場
合
に
も
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

▽
協
業
組
合
（
団
体
法
）

　

お
互
い
の
事
業
の
全
部
あ
る
い
は
一

部
を
組
合
に
統
合
（
協
業
）
し
て
企
業

規
模
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
性
の
向
上
や
合
理
化
を
達
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
組
合
で
す
。
こ
の

場
合
組
合
員
は
組
合
の
事
業
と
実
質
的

に
競
争
関
係
に
あ
る
よ
う
な
事
業
は
こ

れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

古
い
設
備
を
廃
棄
し
、
最
新
鋭
の
設

備
を
共
同
で
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
生

産
工
程
を
協
業
化
す
る
ケ
ー
ス
、
原
材

料
の
仕
入
れ
や
販
売
部
門
を
効
率
化
す

る
た
め
数
社
で
協
業
化
す
る
ケ
ー
ス
、

部
品
加
工
業
者
と
完
成
品
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
一
貫
生
産
に
活
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

事
業
協
同
組
合
の
役
割
と
性
格

　

設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
発
起
人
は
勿

論
の
こ
と
設
立
同
意
者
及
び
事
務
局
が

組
合
の
役
割
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
性
格
及
び
運
営
上
の
原
則
に
つ
い

て
も
十
分
に
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

▽
役
割

　

共
同
経
済
事
業
を
通
じ
て
組
合
員
の

抱
え
て
い
る
事
業
上
の
問
題
点
の
解
決

を
図
り
、
組
合
員
の
経
済
的
地
位
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

▽
性
格

①
人
的
結
合
体

　

事
業
協
同
組
合
は
、
共
同
し
て
事
業

を
実
施
す
る
組
織
で
あ
る
た
め
、
組
合

員
相
互
の
結
び
つ
き
を
中
心
と
す
る
人

的
結
合
体
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い

ま
す
。

・
相
互
扶
助

・
議
決
権
、
選
挙
権
の
平
等

・
加
入
脱
退
の
自
由

・
出
資
口
数
の
制
限

②
自
主
的
組
織

　

事
業
協
同
組
合
は
、
構
成
員
が
自
ら

の
意
思
に
よ
り
加
入
し
、
事
業
活
動
や

運
営
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
組
織
で
す
。

③
事
業
の
特
性

　

事
業
協
同
組
合
は
、
中
小
企
業
者
が

共
同
し
て
事
業
を
行
う
た
め
の
組
織
で

あ
り
、
そ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
組
合
員

の
経
済
活
動
の
機
会
を
確
保
し
、
自
主

的
経
済
活
動
の
促
進
と
経
済
的
地
位
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

た
め
、
事
業
協
同
組
合
の
事
業
は
組
合

員
の
事
業
活
動
に
関
連
す
る
も
の
に
限

ら
れ
ま
す
。

④
組
織
構
成
の
自
由
性

　

事
業
協
同
組
合
の
構
成
要
件
は
、
組

合
員
が
中
小
企
業
者
で
あ
る
こ
と
、
４

人
以
上
の
加
入
者
が
あ
る
こ
と
が
組

織
・
構
成
上
の
要
件
で
あ
り
、
こ
れ
を

満
た
す
限
り
構
成
に
つ
い
て
の
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
協
同
組
合
原
則

中
小
企
業
組
合
制
度

組
合
Ｑ
＆
Ａ

千葉県中小企業団体中央会 �
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①
相
互
扶
助

②
加
入
脱
退
の
自
由

③
議
決
権
、
選
挙
権
の
平
等

④
剰
余
金
配
当
の
基
準

⑤
組
合
員
へ
の
直
接
奉
仕
（
組
合
と
組

合
員
と
の
取
引
を
通
じ
て
組
合
員
の
経

済
活
動
を
助
成
す
る
）

⑥
政
治
的
中
立

協
同
組
合
設
立
の
目
的

　

組
合
事
業
を
通
じ
て
の
組
合
員
企
業

の
経
営
の
近
代
化・合
理
化（
問
題
解
決
）

を
図
る
こ
と
で
す
。

事
業
の
種
類
と
し
て
は
経
済
事
業
、
教

育
情
報
事
業
、
福
利
厚
生
事
業
が
あ
り
、

経
済
事
業
の
う
ち
、
組
合
員
が
か
か
わ

る
ど
の
事
業
を
共
同
化
し
て
い
く
の
か

が
組
織
化
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

協
同
組
合
の
組
織
構
成

▽
組
織

①
規
模（
構
成
員
の
規
模
、事
業
の
規
模
、

組
合
員
の
利
用
量
）

②
地
区
（
事
業
の
経
済
性
、
組
合
員
の

結
束
性
、
組
合
員
資
格
者
の
地
域
的
分

布
）

③
出
資
（
事
業
量
に
見
合
っ
た
資
金
量

の
確
保
、
自
己
資
本
の
充
実
、
財
政
基

盤
の
確
立
）

▽
運
営
組
織

①
総
会
（
組
合
員
全
員
を
も
っ
て
構
成

す
る
最
高
の
意
思
決
定
機
関
）

ⅰ
定
款
の
変
更
、
ⅱ
規
約
の
設
定
、
変

更
又
は
廃
止
、
ⅲ
毎
事
業
年
度
の
収
支

予
算
及
び
事
業
計
画
の
設
定
又
は
変
更
、

ⅳ
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
の
方
法
、
ⅴ

決
算
関
係
書
類
の
承
認
、
ⅵ
役
員
の
選

任
及
び
リ
コ
ー
ル
、
ⅶ
組
合
員
の
除
名
、

ⅷ
そ
の
他

②
理
事
会
（
業
務
遂
行
に
つ
い
て
の
意

思
決
定
）

ⅰ
代
表
理
事
の
選
任
、
ⅱ
組
合
員
の
加

入
の
承
認
、
ⅲ
持
分
の
譲
渡
の
承
認
、

ⅳ
出
資
口
数
減
少
の
承
認
、
ⅴ
理
事
の

自
己
契
約
の
承
認
、
ⅵ
総
会
の
召
集
の

決
定
、
ⅶ
総
会
提
出
議
案
の
決
定
、
ⅷ

総
会
に
お
い
て
決
定
し
た
事
業
の
遂
行

及
び
そ
の
細
目
の
決
定
、
ⅸ
そ
の
他

③
役
員
（
理
事
、
監
事
）

・
理
事
は
組
合
と
の
委
任
契
約
に
基
づ

き
、
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
を
も
っ

て
そ
の
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
法
令
、
定
款
、
規
約
の
定
め

及
び
総
会
の
決
議
を
遵
守
し
て
、
そ
の

職
務
を
行
う
べ
く
忠
実
義
務
を
負
っ
て

お
り
ま
す
。

・
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、
業
務
遂

行
の
決
定
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
代

表
理
事
に
よ
る
業
務
遂
行
の
監
視
的
役

割
を
果
す
べ
き
集
団
と
し
て
の
機
能
も

あ
り
ま
す
。

・
理
事
が
任
務
懈
怠
に
よ
り
そ
の
責
任

を
果
た
し
得
ず
、
組
合
に
損
害
を
与
え

た
と
き
は
、
そ
の
理
事
は
連
帯
し
て
組

合
に
対
し
損
害
賠
償
の
責
に
任
じ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
監
事
の
職
務
は
、
組
合
の
業
務
及
び

会
計
監
査
を
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

（
大
規
模
組
合
で
な
い
、
組
合
員
数
が

１
０
０
０
人
以
下
の
組
合
は
、
定
款
に

お
い
て
監
事
の
監
査
範
囲
を
会
計
に
限

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

・
監
事
は
理
事
又
は
組
合
の
使
用
人
と

兼
務
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
代
表
理
事
（
組
合
代
表
権
、
業
務
遂

行
権
）

・
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
た
業
務
を

現
実
に
遂
行
す
る
職
務
を
担
当
す
る
必

要
常
置
機
関
で
す
。

・
代
表
理
事
が
組
合
の
た
め
に
行
っ
た

行
為
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
組
合
の
行

為
と
な
り
、
そ
の
効
果
は
そ
の
ま
ま
組

合
に
帰
属
し
ま
す
。

⑤
事
務
局
（
総
会
、
理
事
会
の
決
定
事

項
が
代
表
理
事
に
よ
っ
て
実
際
に
具
体

化
す
る
部
門
）

・
事
務
局
は
組
合
運
営
の
要
で
、
総
会

や
理
事
会
の
決
定
に
基
づ
い
て
、
実
際

に
組
合
事
業
の
遂
行
に
当
た
る
の
は
事

務
局
で
す
の
で
、
そ
の
体
制
を
確
立
し
、

組
合
運
営
に
情
熱
を
も
っ
た
優
秀
な
人

材
を
迎
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

組
合
の
設
立

　

組
合
を
設
立
す
る
に
は
、
所
管
行
政

庁
の
認
可
を
要
す
る
な
ど
法
律
に
定
め

ら
れ
た
一
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

設
立
を
ご
検
討
の
方
は
、
予
め
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
設
立
相
談
室
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、
組
合
法

に
よ
り
、
中
小
企
業
の
組
合
等
を
会
員

と
し
て
設
立
さ
れ
た
公
益
性
の
高
い
法

人
で
、
全
国
中
央
会
と
47
都
道
府
県
中

央
会
か
ら
な
る
中
小
企
業
団
体
の
地
域

指
導
機
関
で
す
。

　

中
央
会
で
は
、
組
合
の
設
立
や
運
営

の
支
援
、
あ
る
い
は
中
小
企
業
グ
ル
ー

プ
の
経
営
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
る

と
と
も
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
施

策
等
を
、中
小
企
業
組
合
を
通
じ
て
個
々

の
中
小
企
業
者
に
啓
蒙
・
普
及
し
て
い

く
事
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して行う事業の助成その他の必要な施策を講ずるものとする。

□ 産業の集積の活性化＝国は、自然的経済的社会的条件からみて一体である地域において、同種の事業又
はこれと関連性が高い事業を相当数の中小企業者が有機的に連携しつつ行っている産業の集積の活性化
を図るために必要な施策を講ずるものとする。 

□ 商業の集積の活性化＝国は、相当数の中小小売商業者又は中小サービス業者が事業を行う商店街その他
の商業の集積の活性化を図るため、顧客その他の地域住民の利便の増進を図るための施設の整備、共同
店舗の整備その他の必要な施策を講ずるものとする。 

□ 労働に関する施策＝国は、中小企業における労働関係の適正化及び従業員の福祉の向上を図るため必要
な施策を講ずるとともに、中小企業に必要な労働力の確保を図るため、職業能力の開発及び職業紹介の
事業の充実その他の必要な施策を講ずるものとする。 

□ 取引の適正化＝国は、中小企業に関する取引の適正化を図るため、下請代金の支払遅延の防止、取引条
件の明確化の促進その他の必要な施策を講ずるものとする。 

□ 国等からの受注機会の増大＝国は、中小企業が供給する物品、役務等に対する需要の増進に資するため、
国等の物品、役務等の調達に関し、中小企業者の受注の機会の増大その他の必要な施策を講ずるものと
する。 

■経済・社会環境変化への適応の円滑化 

１ ．国は、貿易構造、原材料の供給事情その他の経済的社会的環境の著しい変化による影響を受け、現に
同一の地域又は同一の業種に属する相当数の中小企業者の事業活動に著しい支障が生じ、又は生ずるお
それがある場合には、中小企業の経営の安定を図り、及び事業の転換を円滑にするための施策その他の
必要な施策を講ずるものとする。 

２ ．国は、中小企業者以外の者の事業活動による中小企業者の利益の不当な侵害を防止し、中小企業の経
営の安定を図るための制度の整備その他の必要な施策を講ずるものとする。 

３ ．国は、取引先企業の倒産の影響を受けて中小企業が倒産する等の事態の発生を防止するため、中小企
業に関して実施する共済制度の整備その他の必要な施策を講ずるものとする。 

４ ．国は、中小企業者の事業の再建又は廃止の円滑化を図るため、事業の再生のための制度の整備、小規
模企業に関して実施する共済制度の整備その他の必要な施策を講ずるものとする。 

５ ．国は、これらの施策を講ずるに当つては、中小企業の従事者の就職を容易にすることができるように
必要な考慮を払うものとする。 

■資金供給の円滑化及び自己資本の充実 

□ 資金の供給の円滑化＝国は、中小企業に対する資金の供給の円滑化を図るため、政府関係金融機関の機
能の強化、信用補完事業の充実、民間金融機関からの中小企業に対する適正な融資の指導その他の必要
な施策を講ずるものとする。 

□ 自己資本の充実＝国は、中小企業の自己資本の充実を図り、その経営基盤の強化に資するため、中小企
業に対する投資の円滑化のための制度の整備、租税負担の適正化その他の必要な施策を講ずるものと
する。 

■千葉県中小企業団体中央会

□総務部：総務課 043− 306-3281
□連携支援部：
　商業支援課 043− 306-3284　工業支援課 043− 242-3277　経営支援課 043− 306-3282
□設立相談室 043− 306-3285
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中小企業施策の基本スタンス
　1963 年に制定された中小企業基本法は、1999 年に全面的な改正がなされ、本年で 10 年を迎えます。
国の中小企業施策の基本スタンスはこの法律に定められており、中小企業施策について、その理念、方針
その他の基本となる事項が定められております。
　したがって、政権が変わろうとも法律が変わらない限り、国や地方公共団体はこの法律の枠組みの範囲
内で中小企業施策を展開していくことになります。今後組合の戦略立案のときには、このスタンスの方向
性を理解しておいた方が何かと便利かと思います。以下はその概要です。

■経営革新及び創業促進 

□ 経営革新の促進＝国は、中小企業者の経営の革新を促進するため、新商品又は新役務を開発するための
技術に関する研究開発の促進、商品の生産又は販売を著しく効率化するための設備の導入の促進、商品
の開発、生産、輸送及び販売を統一的に管理する新たな経営管理方法の導入の促進その他の必要な施策
を講ずるものとする。 

＊ ここで「経営の革新」とは、新商品の開発又は生産、新役務の開発又は提供、商品の新たな生産又は販売の方
式の導入、役務の新たな提供の方式の導入、新たな経営管理方法の導入その他の新たな事業活動を行うことに
より、その経営の相当程度の向上を図ることをいう。 

□ 創業の促進＝国は、中小企業の創業を促進するため、創業に関する情報の提供及び研修の充実、創業に
必要な資金の円滑な供給その他の必要な施策を講ずるとともに、創業の意義及び必要性に対する国民の
関心及び理解の増進に努めるものとする。 

□ 創造的な事業活動の促進＝国は、中小企業の創造的な事業活動を促進するため、商品の生産若しくは販
売又は役務の提供に係る著しい新規性を有する技術に関する研究開発の促進、創造的な事業活動に必要
な人材の確保及び資金の株式又は社債その他の手段による調達を円滑にするための制度の整備その他の
必要な施策を講ずるものとする。

＊ ここで「創造的な事業活動」とは、経営の革新又は創業の対象となる事業活動のうち、著しい新規性を有する
技術又は著しく創造的な経営管理方法を活用したものをいう。 

■経営基盤の強化 

□ 経営資源の確保＝国は、経営方法の改善、技術の向上その他の中小企業の経営基盤の強化に必要な経営
資源の確保に資するため、次に掲げる施策その他の必要な施策を講ずるものとする。

＊ ここで「経営資源」とは、設備、技術、個人の有する知識及び技能その他の事業活動に活用される資源をいう。

１ ．中小企業の施設又は設備の導入を図るため、中小企業者の事業の用に供する施設又は設備の設置又は
整備を促進すること。 

２ ．中小企業の技術の向上を図るため、中小企業者が行う技術に関する研究開発を促進し、国が行う技術
に関する研究開発に中小企業者を積極的に参加させ、国、独立行政法人、地方公共団体又は地方独立行
政法人の試験研究機関及び大学と中小企業との連携を推進し、並びに技術者研修及び技能者養成の事業
を充実すること。 

３ ．中小企業の事業活動に有用な知識の向上を図るため、経営管理者に対し研修の事業を充実するととも
に、新たな事業の分野の開拓に寄与する情報その他の情報の提供を促進すること。 

４ ．国は、中小企業者の必要に応じ、情報の提供、助言その他の方法により、中小企業者が経営資源を確
保することを支援する制度の整備を行うものとする。 

□ 交流又は連携及び共同化の推進＝国は、中小企業者が相互にその経営資源を補完することに資するため、
中小企業者の交流又は連携の推進、中小企業者の事業の共同化のための組織の整備、中小企業者が共同
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名 称 千葉県中小企業団体中央会 代表者名 坂戸誠一

設立年月日 昭和３１年３月２０日 根拠法 中小企業等協同組合法

所在地 〒 260-0026 千葉市中央区千葉港４番２号（中小企業会館内）

会員数 804 団体 地 区 千葉県の区域

事 業 １．組合等の組織、事業及び経営の指導並びに連絡 ２．組合等の設立指導 ３．組
合等の監査 ４．組合等の指導者の養成 ５．講習会、研究会及び講演会の開催 
６．労使間の安定及び指導 ７．情報の提供 ８．調査及び研究 ９．表彰 10．図書、
機関誌及び資料の刊行 11．以上の事業のほか、組合等及び中小企業者の健全な発達
を図るために必要な事業

役 員 □会長１名＝坂戸誠一　□副会長３名＝篠原啓治、中嶋敏夫、塚本福二
□専務理事（専従）1 名＝佐藤敏雄　□常務理事（専従）１名＝伊東雄二
□常任理事９名＝齊藤博、佐藤清、小名木隆満、小高芳男、小関邦夫、高橋啓治
　今関義彦、板谷直正
□理事 45 名
□監事３名

事務局 □事務局長＝藤原誠 ℡ .043-242-3277
□事務局次長＝岩崎照明、興津俊雄 ℡ .043-306-3281
□総務部　　　部長（兼）= 岩崎照明
　・総務課 ℡ .043-306-3281
□連携支援部　部長 = 今関光俊 ℡ .043-242-3277
　・商業支援課 ℡ .043-306-3284
　・工業支援課 ℡ .043-242-3277
　・経営支援課 ℡ .043-306-3282
　・ものづくり支援事業地域専従者 ℡ .043-306-3282
　・地域力連携拠点事業応援コーディネーター ℡ .043-306-3283
　・全国大会開催準備室 ℡ .043-242-3277
□設立相談室　室長 = 浜野幸男 ℡ .043-306-3285

＊電話はダイヤルイン、専従役員は ℡ .043-306-3281
＊ファクシミリは共通 fax.043-247-8410
URL:http://www.chuokai-chiba.or.jp 
 E-mail web-master@chuokai-chiba.or.jp  

備 考
昭和３１年３月２０日 千葉県中小企業等協同組合中央会設立
昭和３３年６月１８日 千葉県中小企業団体中央会に改称

千葉県中央会の概要
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中央会制度の変遷
産業組合中央会
　わが国における中小企業の組
合組織が明治初めの同業組合以
来、主として政府の保護奨励ある
いは助成措置によって発達してき
たように、中央会制度も政府の商
工政策の一環としてその歴史を
たどってまいりました。
　日本最初の中央会は1905年（明
治38年）に任意団体として発足
した大日本産業組合中央会で、
これが今からちょうど100年前の
1909年（明治42年）の「産業組
合法」の第二次改正によって法
制化され、社団法人となりました。
そういう意味では、今年は中央会
制度法制化100周年という記念す
べき年でもあります。
　産業組合法は明治の資本主義
が発達するにつれて、中小零細
企業が大資本に圧倒されている
状況から救済するために、加入脱
退の自由、議決権の平等、出資
利子の制限、利用分量配当といっ
た協同組合原則の基本を組み入
れた法律として制定され、主に農
村地域で発達したもので、 現在の
農協はこの産業組合法にルーツ
を持つ組織です。

工業・商業組合中央会
　明治以来、産業組合（農業）
と同業組合（商工業）の二つの
組合制度がありましたが、新しい
組合制度として工業組合と商業
組合が生まれ、1932年（昭和7年）
に工業組合中央会が任意団体と
して発足し、翌年には法制化され
ました。商業組合中央会はそれよ
り少し遅れて、1935年（昭和10年）

に任意団体として発足、1938年（昭
和13年）に法制化されました。
　この二つの中央会の目的は、組
合制度の普及、発達及び連絡を
図ることで、主な事業は組合相互
の連絡、指導、調査、陳情・建議、
講習会の開催、組合設立の奨励、
組合及び功労者の表彰、図書の
発行、全国大会の開催等でした。

商工組合中央会
　1943年（昭和18年）に施行さ
れた「商工組合法」によって、戦
時統制下の国策施行の一元化の
ために商工の両中央会は解散し、
商工組合中央会が発足しました。
　
商工協同組合中央会
　1946年（昭和21年）、商工組合
法は統制色のない民主的な「商
工協同組合法」に改められ、中
央会も商工協同組合中央会に組
織変更されました。
　しかし、その後独禁法との関
係や連合軍の占領下にあったこと
などから、組合制度の整備統一
が図られ、1949年（昭和24年）の

「中小企業等協同組合法」の施行
に伴い、中央会という中央集権的
な組織は認められないということ
になり、商工協同組合中央会は
根拠法を失い、自然解散というこ
とになりました。

中小企業等協同組合中央会
　中央会という中小企業組合の
指導・連絡団体は、法律から消
えて６年間に及びましたが、1951
年（昭和26年）サンフランシスコ
対日講和条約でわが国の独立が

達成されると、中小企業者自らに
よる、自主的な指導機関としての
中央会制度復活の要望が全国か
ら澎湃し、その実現のための議論
がなされるようになりました。
　このような情勢の中、政府は
1955年（昭和30年）中小企業等
協同組合法の一部改正案を閣議
決定し、中小企業等協同組合中
央会の法制化が日の目を見るに至
りまいた。そして、同年9月に長
崎県中央会がその第1号として発
足しました。その後、全国の都道
府県に47の中央会と全国中央会
が設立されました。
　中央会は、組合制度の普及発
達及び個別企業、任意グループ
等を含めた中小企業全体の健全
な発展を図ることを目的とした極
めて公益性の高い指導連絡団体
ですから、行なう事業としては、
組合等の組織、事業及び経営の
指導、組合等の監査、組合に関
する教育・情報の提供、調査研
究等の指導事業並びに個別企業、
任意グループ等を含めた中小企
業の指導事業が主な事業です。

千葉県中小企業団体中央会
　本県も1956年（昭和31年）3月
20日に千葉県中小企業等協同組
合中央会として発足。その後1958
年（昭和33年）の「中小企業団
体の組織に関する法律」の施行
に伴い千葉県中小企業団体中央
会と改称され、県下の中小企業
組合をはじめとした連携組織と中
小企業者の信頼に応えて現在に
至っております。
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比
マ

イ
ナ
ス
38
％
で
あ
っ
た
。

■
鉄
工 

【
千
葉
】

　

景
気
動
向
は
「
下
向
き
」
か
ら
「
水

平
」
に
シ
フ
ト
で
き
た
も
の
の
、
水
面

下
か
ら
脱
し
き
れ
て
い
な
い
た
め
、
経

営
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
態
。

■
機
械
部
品
製
造 
【
野
田
】

　

依
然
と
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

■
機
械
部
品
製
造 

【
流
山
】

　

９
月
の
半
期
決
算
に
伴
い
、
在
庫
調

整
が
あ
り
、
注
文
は
以
前
増
え
て
い
な

い
。
一
部
の
業
種
で
は
、
増
産
傾
向
に

あ
る
が
元
に
は
戻
っ
て
い
な
い
の
で
厳

し
い
状
況
に
変
わ
り
な
く
、
底
で
安
定

し
て
い
る
感
が
あ
る
。

■
土
砂
採
取 

【
県
下
全
域
】

　

県
議
会
に
お
い
て
、
鬼
泪
山
国
有
林

の
山
砂
採
取
を
求
め
る
地
元
事
業
者
ら

の
請
願
が
採
択
さ
れ
た
。

■
食
肉
卸
売 

【
千
葉
市
他
】

　

肉
類
の
消
費
減
少
が
ひ
び
き
、
大
手

の
在
庫
が
増
加
し
価
格
が
低
下
し
た
た

め
に
、
生
産
者
は
原
価
割
れ
に
な
り
、

生
産
者
の
転
廃
業
が
増
加
し
て
い
る
。

■
建
築
材
料
卸
売 

【
県
下
全
域
】

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
前
年
比
30
％
減
が
続

い
て
い
る
。
公
共
事
業
と
く
に
箱
物
は

よ
り
一
段
の
減
少
が
必
至
で
、
セ
メ
ン

ト
業
界
の
氷
河
期
は
こ
れ
か
ら
も
当
分

続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。　

■
自
動
車
解
体 

【
県
下
全
域
】

　

デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
の
発
注
は
増
え
て

い
る
が
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
取
引
が
少
な
い

会
社
は
相
変
わ
ら
ず
入
荷
が
少
な
い
た

め
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

■
電
気
機
器
小
売 

【
県
下
全
域
】

　

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
下
支
え
と
な
り
、

極
端
な
売
上
不
振
と
は
い
え
な
い
が
、

前
年
比
ダ
ウ
ン
は
間
違
い
な
い
。

■
小
売 

【
大
網
白
里
】

　

生
活
防
衛
型
消
費
と
な
っ
て
き
て
い

る
た
め
購
買
単
価
が
下
落
し
て
い
る
。

■
中
古
車
販
売 

【
県
下
全
域
】

　

市
場
は
慎
重
若
し
く
は
鈍
化
気
配
の

様
相
。
当
面
、
積
極
的
な
仕
入
れ
は
少

な
く
、
直
販
対
象
車
を
中
心
に
選
別
し

た
仕
入
れ
が
強
ま
る
だ
ろ
う
。

■
小
売 

【
東
金
】

　

衣
料
品
関
係
は
大
き
く
前
年
割
れ
。

食
料
品
関
係
も
大
手
の
よ
り
安
い
商
品

強
化
で
消
費
者
は
支
出
を
抑
え
て
い
る

傾
向
。
飲
食
関
係
も
外
食
を
減
ら
し
、

生
活
防
衛
の
壁
に
突
き
当
た
り
、
今
後

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

■
小
売 

【
野
田
】

　

今
月
初
め
に
、
競
合
店
が
オ
ー
プ
ン

し
た
影
響
で
、売
上
を
落
と
し
て
い
る
。

加
え
て
、
景
況
は
ま
だ
ま
だ
先
行
き
不

透
明
の
た
め
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

■
農
業
機
械
販
売
整
備 

【
県
下
全
域
】

　

農
家
へ
の
所
得
補
償
制
度
、
生
産
調

整
の
廃
止
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
促
進
等
新
政
権

の
政
策
と
、
国
民
の
食
糧
生
産
を
担
う

日
本
の
農
業
を
ど
う
す
る
の
か
、
と
い

う
方
向
性
が
見
え
て
こ
な
い
た
め
に
農

機
需
要
は
マ
イ
ナ
ス
に
推
移
し
て
い
る
。

■
自
動
車
・
自
転
車
小
売 

【
県
下
全
域
】

　

自
転
車
の
売
上
は
相
変
わ
ら
ず
横
ば

い
の
よ
う
で
す
が
、
修
理
は
好
調
の
よ

う
で
す
。　

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス 

【
柏
】

　

新
型
イ
ン
フ
ル
に
よ
り
、
行
事
が
中

止
さ
れ
た
影
響
で
売
上
減
少
の
会
員
店

舗
が
出
て
い
る
。
市
の
共
通
商
品
券
も

ほ
ぼ
使
い
終
わ
っ
て
、
商
品
券
に
よ
る

特
需
も
終
了
し
た
模
様
。

■
小
売
・
サ
ー
ビ
ス 

【
銚
子
】

　

９
月
に
入
り
ま
た
悪
化
し
た
。

■
建
設
揚
重 

【
県
下
全
域
】

　

工
事
の
中
止
が
増
え
て
い
る
た
め
、

年
末
の
見
通
し
が
立
た
な
い
。

■
そ
の
他
建
物
サ
ー
ビ
ス 

【
県
下
全
域
】

　

８
月
後
半
か
ら
９
月
に
か
け
受
注
が

増
加
。昨
年
同
様
利
益
を
上
げ
て
い
る
。

■
遊
覧
船 

【
鴨
川
】

　

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
値
下
げ
に
よ
り
、

地
域
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
当

社
は
少
し
増
加
し
て
い
る
。

■
一
般
廃
棄
物
処
理 

【
千
葉
】

　

前
月
に
比
べ
る
と
、
景
況
は
好
転
し

て
い
る
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
る
と
厳

し
い
状
況
。

■
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス 

【
県
下
全
域
】

　

政
権
交
代
に
よ
る
公
共
事
業
費
の
見

直
し
及
び
削
減
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

■
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

【
県
下
全
域
】

　

依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
補
正
予

算
凍
結
に
よ
る
影
響
あ
り
。

■
建
設 

【
県
下
全
域
】

　

組
合
員
の
６
ヶ
月
間
の
受
注
額
は

３
７
８
億
１
９
０
０
万
円
で
、
前
年
比

１
２
４
億
４
３
０
０
万
円
増
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
主
な
要
因
は
市
町
村
の
受
注
が

増
え
た
た
め
。

■
貨
物
運
送 

【
野
田
】

　

ま
だ
ま
だ
景
気
が
良
く
な
っ
た
感
じ

が
し
な
い
が
、
大
型
の
配
送
セ
ン
タ
ー

の
新
築
が
目
立
つ
。

■
輸
出
入 

【
県
下
全
域
】

　

売
上
状
況
は
良
く
な
い
が
、
少
し

戻
っ
て
き
た
様
子
が
み
ら
れ
る
。

　

本
年
度
上
半
期
で
３
社
倒
産
し
た
。

■ 景　　況
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ

１
）
は
、
現
在
世
界
的
な
規
模
で
流
行

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
09
年
秋
冬
に
お

け
る
更
な
る
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
企
業
が
事
業
を
運
営

す
る
上
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
弾
力

的
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、政
府
で
は
企
業
に
①
外
出

に
つ
い
て
は
、自
粛
要
請
は
行
な
わ
な
い

②
集
会
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
は
、一
律
に

自
粛
要
請
を
行
な
わ
な
い
③
企
業
に
対

し
て
は
、事
業
自
粛
の
要
請
は
行
な
わ
ず

に
、感
染
機
会
を
減
ら
す
た
め
の
工
夫
を

検
討
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　

企
業
に
お
い
て
は
、
政
府
の
対
応
な

ど
を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
新
型
イ
ン
フ

ル
の
流
行
に
対
し
て
「
ど
の
よ
う
に
従

業
員
を
感
染
か
ら
守
る
の
か
」
や
「
従

業
員
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
な
の

か
」
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

□
職
場
に
お
け
る
感
染
防
止
策

　

ま
ず
は
自
社
で
感
染
の
危
険
性
が
高

い
場
所
や
事
業
な
ど
を
き
ち
ん
と
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
次
の
よ
う
な

対
策
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

▼
手
洗
い
の
徹
底
▼
通
勤
方
法
変
更

の
検
討
▼
健
康
管
理
の
呼
び
か
け
▼
職

場
の
清
掃
や
消
毒
の
実
施
▼
感
染
し
た

場
合
の
職
場
へ
の
連
絡
の
徹
底
▼
感
染

が
判
明
し
た
時
の
対
応
の
周
知

□
集
客
施
設
利
用
者
へ
の
感
染
防
止
策

　

集
客
施
設
の
利
用
者
間
で
感
染
が
拡

大
し
な
い
よ
う
に
次
の
よ
う
な
対
策
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

▼
発
熱
症
状
の
あ
る
方
な
ど
の
利
用

は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
▼
利
用
客
が
多
く

な
い
場
合
に
利
用
客
間
の
席
を
は
な
す

▼
利
用
客
が
施
設
内
で
発
症
し
た
場
合

に
備
え
る
。

□
保
育
施
設
等
休
業
の
場
合
の
配
慮

　

育
児
や
介
護
の
た
め
に
休
ま
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
従
業
員
に
対
し
て
、
休

暇
取
得
や
短
時
間
勤
務
、
在
宅
勤
務
な

ど
を
認
め
る
こ
と
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

□
基
礎
疾
患
が
あ
る
従
業
員
へ
の
配
慮

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
は
、
季
節
性

イ
ン
フ
ル
と
同
様
に
糖
尿
病
や
喘
息
な

ど
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
が
重
症
化
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
従
業

員
を
把
握
し
、
感
染
防
止
策
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

□
濃
厚
接
触
者
へ
の
対
応

　

感
染
者
と
濃
厚
接
触
し
た
従
業
員
へ

の
対
応
は
、
保
健
所
か
ら
の
指
示
（
外

出
自
粛
な
ど
）
に
従
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

□
普
段
の
感
染
防
止
策

　

職
場
に
お
け
る
感
染
防
止
策
に
加
え
、

従
業
員
個
人
や
家
庭
に
お
い
て
も
、
次

の
よ
う
な
感
染
防
止
策
き
ち
ん
と
行
な

う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
日
頃
か

ら
習
慣
づ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

▼
手
洗
い
・
う
が
い
▼
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
▼
マ
ス
ク
の
着
用
▼
感
染
者
と
の
距

離
の
保
持

□
将
来
へ
の
備
え

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
は
、
季
節
性

イ
ン
フ
ル
と
同
程
度
の
毒
性
で
あ
る
た

め
、
強
毒
性
の
場
合
の
よ
う
な
深
刻
な

健
康
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
過
去
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
（
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
）
の
大
流
行
に
お

い
て
は
、
第
一
波
よ
り
も
第
二
波
の
方

に
大
き
な
被
害
が
出
た
と
い
う
例
が
あ

り
ま
す
。
将
来
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
に
対
す
る
事

業
リ
ス
ク
も
検
討
し
て
お
く
こ
と
も
肝

要
で
す
。
有
事
の
際
の
対
応
の
仕
方
を

予
め
取
り
ま
と
め
た
も
の
が
「
事
業
継

続
計
画
」
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
本
誌
７
月
号
お
よ
び
前
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
へ
の
対
応
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